
平成 30 年度 第１回脊髄モニタリングワーキンググループ 議事録 

日時： 平成 30 年 2 月 9 日（金） 19:00-21:30 

会場： ステーションコンファランス東京６０５ 

出席者：1５名 谷俊一アドバイザー、安藤 宗治、和田簡一郎，今釜史郎、寒竹司、吉

田剛、川端茂徳、藤原靖、山田圭、山本直也，田所伸郎、高橋雅人各委員，小林和克，

荒川保雄、後迫宏紀オブザーバー 

議題１ 平成２９年度アラームポイント True positive 症例所見検討 

2016 年 4 月～2017 年 3 月末までの症例 435 例の内、名古屋大学，久留米大学,東京医科

歯科大学、広島安佐市民病院、高知大学，浜松医科大学の要検討（ＴＰ症例）２０例の

障害診断と対応方法を検討した。 

議題 2 モニタリング症例のデータ収集方法について  

エクセルファイルを用いてデータベース化、モニタリングを行った症例の全例調査、ID の

入力方法は各施設で対応表を作成し個人情報保護、生年月日と生年月の項目を作成、モニタ

リングに伴う合併症、刺激条件を追加する。またモニタリングの安全性について今後検討し
ていくこととなった。 

議題３ 脊髄モニタリング に関する議題の論文化 

モニタリングの安全性に関する論文と疾患毎の論文化を行ってゆく。 



議題 4 ハンズオンセミナーについて 

委員より各施設のハンズオン可能な日程に、参加希望者を振り分けてほしいという意見が
あった。 

議題 5 次回開催予定日候補について 

平成 30 年日本整形外科学会期間中、5 月 25 日朝に委員会開催予定 

以上 

 


